
本号のページ（ .33 ～ .48）は，平成 19年上半期分

（19.1.8 №2950～19.6.25 №2973）の総索引です。

索引は必要記事を求められる際等有効にご活用下さい。更正

の期間制限に伴い税務通信は最低限５年間保存されるようおす

すめ致します。

なお，「主要項目別索引」は弊会ホームページに掲載してお

りますので，併せてご利用下さい。
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件 名 内 容 掲載号

平成19年度の法人税法施行令の一部改正のう
ち，抜本的に見直された減価償却関係の政令
を掲載

（4/9）

平成19年４月１日以後に取得をした減価償却
資産の償却率，改定償却率，保証率を定めた
改定耐用年数省令「別表十」を掲載

（4/9）

平成19年度の法人税法及び政省令改正のう
ち，役員給与の損金不算入制度の条文を掲載

（4/9）

平成19年度税制改正に係る法律改正のうち，
法人税法，所得税法，租税特別措置法（法人
税，所得税，相続税等の各特例関係）等につ
いて，改正後の新条文（改正のあった条項に
限る）を新旧対照表の形式で収録

（3/12）
巻末に引換券
を掲載

平成19年度税制改正に係る政令改正のうち，
法人税法施行令，所得税法施行令，租税特別
措置法施行令（法人税，所得税，相続税等の
各特例関係）等について，改正後の新条文
（改正のあった条項に限る）を収録

（5/21）
巻末に引換券
を掲載

件 名 内 容 掲載号

平成18年度の法人税関係法令等の改正に対応
した法人税基本通達を新旧対照表で掲載。役
員給与・特殊支配同族会社・交際費の取扱い
等

（3/26）

平成18年度の法人税関係法令等の改正に対応
した租税特別措置法関係通達を掲載。情報基
盤強化税制・中小企業投資促進税制の取扱い
等

（4/2）

平成19年度税制改正法案の新旧対照表及び，
この１年間の国税庁公開通達等を収録

（3/12）
特別付録
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（1/15）

（1/22）

（1/29）

（1/29）

（1/29）

（2/12）

（2/19）

（2/26）

（3/5）

（3/26）

（4/9）

（4/16）

（4/16）

（4/23）

（4/23）

（4/23）

(5/14)
(5/21)

（5/21）

（5/28）

平成18年度の所得税関係法令等の改正に対応
した所得税基本通達を掲載。事前確定届出給
与や利益連動給与の収入すべき時期，賞与の
意義，他

（5/14）

平成19年１月１日以後に相続，遺贈，贈与に
より取得した財産について適用される，標準
伐期にある森林の立木の評価価額を定めたも
の

（6/25）
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件 名 内 容 掲載号

平成18年度改正で物納手続きに必要な書類・
提出期限・延長手続き等が抜本的に改正され
た。この改正に対応した物納不動産・有価証
券の取扱いについてポイントを挙げながら解
説

（2/12）

平成19年度の税制改正のうち，土地関係税
制，金融・証券関係税制，行政手続のオンラ
イン利用の促進のための税制措置，信託関係
税制，事業所得の課税の特例関係，等，所得
税関係の主要な改正事項について解説

(5/28)
(6/4)
(6/11)

平成19年度の税制改正で改められた，減価償
却制度の大幅な見直し，三角合併に係る改
正，法人課税信託，役員給与，繰延資産，等
の法人税関係の主要改正項目を解説

(6/18)
(6/25)

件 名 内 容 掲載号

平成18年分所得税の確定申告について，税制
改正事項を踏まえた所得の計算と申告上の注
意点などをポイントを挙げながら詳説

（1/22）

相続時精算課税の中でも適用件数が多い，住
宅取得等のための金銭の贈与の特例，特定事
業用資産の特例を中心に，贈与税・相続税の
申告上の留意事項をＱ＆Ａ形式で解説

(1/29)
(2/5)

新日本監査法人 公認会計士

19年３月期決算（会社法適用初年度）におけ
る株主資本等変動計算書の作成，19年３月期
に行う役員賞与の支給・各種積立金の積立
て・剰余金の配当の決算への影響，19年３月
期に特有の別表四の記載上の留意点等につい
て詳しく解説

（2/19）

「上場株式等に係る譲渡損失の繰越控除」の
概要，適用を受けるための手続き，留意点等
について質疑応答形式で解説

（2/19）
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件 名 内 容 掲載号

会社法決算に対応するための各種ポイントや
税務申告調整等について分かりやすく解説
第３回 剰余金の配当・役員賞与の決議，会

計処理と株主資本等変動計算書項目の
法人税申告書の記載

第４回 定時以外の剰余金の配当決議と計算
書類決議案・議事録例，変動計算書，
別表四・五 記載例

第５回 剰余金の配当以外の旧利益処分項目
の決議と株主資本等変動計算書および
法人税申告書

第６回 税務上の圧縮積立金と株主資本等変
動計算書および法人税申告書

（1/22）

（3/12）

（4/16）

（6/11）

東京都主税局課税部 法人課税指導課
法人事業税係長

海外に支店等を設けて事業を行う内国法人の
法人事業税の課税標準の計算にあたって，間
違えやすい点や留意すべき点を，根拠となる
条文を示しながら解説

（5/7）

税理士

遺族が生命保険契約に基づき「個人年金」の
支給を受けた場合の所得税法及び相続税法の
適用関係において生ずる問題や，長崎地裁の
判決について検討・解説

（5/28）

税理士

源泉徴収事務において源泉徴収漏れや源泉徴
収不足が生じた場合の解決方法や，過大源泉
徴収が生じる主なケース等について事例を交
えながら解説

（3/5）

新日本監査法人 公認会計士

リース会計基準の改正を受けて大幅に見直さ
れた税法の取扱いについて，会計処理と関連
付けながら解説

（6/11）

東京都主税局 課税部法人課税指導課
外形課税調査係長

会社法の施行等に伴う会計基準及び法人税法
の改正を受け，外形標準課税の取扱いの変更
点を解説するとともに，実際の申告で誤りの
多かった点を中心に解説

（6/25）
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公認会計士
税理士
税理士
税理士

税理士が受けた損害賠償の実例を詳細に検討
し，損害賠償保険の取扱い，予防策を解説
№90 欠損金の繰戻還付の失念
№91 自己株式の買取り処理に注意
№92 更正の請求の提出期限を誤った事例

（1/29）
（3/12）
（3/26）

研究員

研究員

専門研究員

研究員

研究員

会計基準等について，会社法や中小企業会計
基準との関連を示しながらポイントを解説

第10回 「繰延資産の会計処理に関する当面
の取扱い」について

第11回 「自己株式及び準備金の額の減少等
に関する会計基準」等について

第12回 「有限責任事業組合及び合同会社に
対する出資者の会計処理に関する実務
上の取扱い」について

第13回 「排出量取引の会計処理に関する当
面の取扱い」について

第14回 棚卸資産の会計処理について

（2/5）

（3/5）

（3/19）

（4/16）

（5/7）

早稲田大学大学院客員教授
筑波大学名誉教授

税法と企業会計（基準）との関係についてそ
れぞれの根底にある論理に照らし，かい離し
ていく問題点を分析し，両者の関係のあり方
を検討
第30回 企業利益の諸概念 （2/12）

日本大学教授

84年振りに大改正された信託法の内容と，対
応する税制について，質疑応答形式で解説

(3/19）
(4/2）
(4/23）

三菱 信託銀行
コンプライアンス統括部 副部長

リテール受託業務部 財務コンサルタント

経営企画部業務企画室 主任調査役

経営企画部業務企画室 主任調査役

平成19年度税制改正で整備された信託税制の
概要や，中小企業の事業承継や事業信託への
活用等について，実務家の立場から解説

第１回 信託法改正の概要について

第２回 事業承継のための信託スキーム

第３回 事業信託について

第４回 平成19年度税制改正の要綱について

（3/19）

（3/26）

（4/2）

（4/9）
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件 名 内 容 掲載号

税理士
税理士

平成18年４月１日現在保有している自己株式
の帳簿価額を資本金等の額から控除するとい
う経過措置を踏まえた19年３月期での税務調
整と別表四・五 の調理のプロセスを，座談
会形式で解説

(1/8)
(1/15)

税理士
税理士
税理士

松下電器産業グループ

平成18年の暮れに国税庁より公表された「特
殊支配同族会社の役員給与の損金不算入制度
に関する質疑応答事例」及び「役員給与にか
かる質疑応答事例」をベースに，実務上の問
題点や対応策について誌面上で実務検討

(2/26）
(3/5）

今決算から適用となる改正項目や，申告に当
たって特に気を付けたいポイントを項目別に
まとめ，詳細記事を確認していただくため，
弊誌の過去の関連記事の掲載号一覧を掲載
第１回 特殊支配同族会社の役員給与の損金

不算入制度
第２回 特定同族会社の留保金課税制度
第３回 役員給与の損金不算入制度（上）
第４回 役員給与の損金不算入制度（下）
第５回 特別償却と税額控除（中小企業編）
第６回 情報基盤強化税制

（3/26）

（4/23）
（5/7）
（5/14）
（5/28）
（6/4）

19年３月期の法人税申告実務で，留意を要す
る項目の明細書の記載手順を詳説
第１回 別表二，別表三
第２回 別表八
第３回 別表十一
第４回 別表十一(一の二)

（4/16）
（4/23）
（5/7）
（6/18）

税理士
税理士
税理士

最近の税務判決と裁決の中から，財産評価基
本通達の適用にあたり，形式的には通達の適
用基準に該当している場合であっても，画一
的に適用すべきではないなどと判断された事
例をとりあげ，非上場株式と広大地の評価に
ついて座談会形式で検討

(2/19）
(2/26）
(3/12）

税理士
税理士
税理士

松下電器産業グループ

平成18年度改正に対応した法人税基本通達に
よる，出向役員に対する給与負担金の税務上
の取扱いへの実務対応方法や留意点等につい
て，座談会形式で検討

（5/21）
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日税連総務部長

税理士職業賠償責任保険制度が平成19年７月
１日から改定されることに伴い，その補償範
囲が，期限後申告・納付，過少申告，過大還
付にまで拡大されることを受け，制度の詳細
をインタビュー形式で解説

（2/5）

日税連総務部長

会計参与賠償責任保険制度が平成19年７月１
日から新設されることに伴い，その補償対象
となる業務の範囲，補償額などについて，イ
ンタビュー形式で詳細を解説

（5/14）

件 名 内 容 掲載号

税理士
・居住用財産の買換えに伴う譲渡損失と借地
権の取得費

・被相続人が譲渡契約を締結した土地に係る
譲渡所得と相続税の関係

・特別縁故者が分与を受けた土地の譲渡
・借地権の存否等
・被相続人が弁済した相続人の債務

（2/5）

（3/19）

（4/16）
（5/21）
（6/25）

税理士
・会社法と法人税法における事業年度の関係
・不動産業者が受け入れた建設協力金とフ
リーレント期間の収益の処理方法

（3/26）
（6/18）
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18年９・10月分……………………………………

18年11・12月分……………………………………

18年10～12月分……………………………………

19年１～３月分……………………………………

2006年12月分………………………………………

2007年１月分………………………………………

2007年２月分………………………………………

2007年３月分………………………………………

2007年４月分………………………………………

2007年５月分………………………………………

18年10～12月分……………………………………

19年１～３月分……………………………………

第10回………………………………………………

第11回………………………………………………

2007年１月…………………………………………

2007年２月…………………………………………

2007年３月…………………………………………
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所有権移転外ファイナン

ス・リース取引の会計と税務…………………

特殊支配同族会社の役員給与の損金不算入……

基準所得金額と基準期間…………………………

有姿除却の適用要件………………………………

調整所得金額と調整欠損金額……………………

改正信託法に対応した税制

の措置……………………………………………

耐用年数省令別表の種類…………………………

税法上の特例が適用される

三角合併…………………………………………

社内不祥事と定期同額給与………………………

特殊支配同族会社と業務主宰役員………………

中小企業及び少額・短期

リース取引に係る申告調整の有無……………

車庫付マンションと耐用年数……………………

パスモの預け金に係る税務上の取扱い…………

同族会社等の判定と自己株式の取扱い…………

使用人兼務役員とならない役員の範囲…………

出向者の役員給与は経過措

置に要注意………………………………………

パスモの導入費用に係る税務上の取扱い………

税法上の繰延資産と試験研究費…………………

保証率と改定償却率………………………………

資本的支出が行われた固定資産の取得価額……

減価償却資産の種類別償却

方法と資本的支出特例の適用関係フロー

チャート…………………………………………

耐用年数省令「別表」から

みた減価償却制度の改正………………………

減価償却資産の償却方法の選定と届出①………

中小企業組合の決算スケジュール………………

事前確定届出書の届出期限 …

減価償却資産の償却方法の選定と届出②………

指定寄附金…………………………………………

減価償却資産の償却方法の選定と届出③………

減価償却資産の償却方法の

選定と届出④……………………………………

ソフトウエア改良費と中小企業投資促進税制…

減価償却資産の償却方法の選定と届出⑤………

連結法人間の配当と社外流出……………………

減価償却資産の償却方法の選定と届出⑥………

耐用年数２年の減価償却資産と定率法…………

減価償却資産の償却方法の選定と届出⑦………

原価に算入された交際費の処理…………………

地震保険料控除と経過措置 …

個人事業者と減価償却制度の改正………………

平成19年度税制改正と保険料控除………………

定率減税の半減と退職所得の確定申告…………

非永住者の確定申告で新たに必要になった

「居住形態等に関する確認書」 ………………

バリアフリー改修促進税制

と住宅ローン控除………………………………

所得税における減価償却制度の改正……………

消費税「端数処理特例」の廃止…………………

消費税端数処理特例と経理方式…………………

リース取引と消費税の取扱い……………………

デビットカード取引と印紙税……………………

評価明確化された３類型の種類株式……………

みなし相続財産と保険料…………………………

海外財産の贈与と課税問題………………………

退職金と個人住民税………………………………

棚卸資産の評価方法の変更………………………

電子署名の省略……………………………………

判決等で取扱いが変更され

た場合の更正の請求期限………………………

ゲートキーパー法…………………………………

３月31日が土曜日である影響……………………

通達改正でパブコメ？……………………………
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リース会計基準の適用時期， 所得税

額控除の適用の時期，個人住民税での地震

保険料控除………………………………………

法人企業の実態調査と交際費制度の改正，営

業収入10万円当たりの交際費，外形標準課

税の対象となる法人……………………………

税制改正の要綱，日仏租税条約と社会保障協

定，法人企業実態調査の「営業収入金額」…

破産とみなし事業年度……………………………

現在償却中の減価償却資産の償却方法，所得

税の減価償却見直し，期中譲渡資産の償却

費…………………………………………………

事前確定届出書に記載する前年の給与，法案

のなまえ…………………………………………

特殊支配同族会社の提出書類，売買とみなさ

れるリース取引，有姿除却損認めた判決の

その後……………………………………………

減価償却制度改正の適用時期，株主総会の特

殊決議，改正法案をみるには…………………

信託法の施行日，所得税・相続税と三角合

併，特定同族会社の判定と特殊支配同族会

社の判定…………………………………………

改正法案の状況，政省令の改正をみるには，

地方税法上の特例………………………………

特殊支配同族会社申告書作成ツール①，②，

改正法案の附帯決議……………………………

特殊支配同族会社申告書作成ツール，合算対

象給与の特例明細書の様式，事前相談と事

前確認，法人税申告書の改正…………………

償却限度額計算の端数処理，特殊支配同族会

社申告書作成ツール，特例の延長・廃止……

定額法の新・旧償却率，租税特別措置の対象

設備………………………………………………

特例計算書作成ツールのダウンロード，合算

対象給与額の支給金額を証する書類の写

し，特殊支配同族会社申告書作成ツール……

執行役員と執行役，法人税申告書の添付書類…

日仏社会保障協定の効力発生日，平成19年度

税制改正政令集のお知らせ……………………

改正法の施行と適用関係，基準所得金額計算

ツール……………………………………………

利子税の割合，新しい医療法人制度，償却資

産の理論帳簿価額………………………………

自己株式の取得手数料，地方税申告書の改

正，歳入庁設置案，訂正………………………

市場購入の自己株式と資本金等の額の減額，

法人住民税申告書の改正，税源移譲と定率

減税の廃止………………………………………

通達改正案パブコメの結果，事業承継に係る

相続税の減免措置………………………………

中小企業関係税制 同族会社関連の制度は大

幅に適用要件が緩和に…………………………

５年均等償却の開始は償却可能限度額に達し

た期の翌期から…………………………………

19年度改正 リース税額控除は廃止・取得と

して税額控除の対象に…………………………

平成19年度税制改正 再チャレンジ支援寄附

金税制を創設……………………………………

19年度改正 適格・課税繰延となる合併等の

対価に合併親法人株式等を追加………………

平成19年度改正 エンジェル税制の要件一部

緩和………………………………………………

リース税制 借手の税務処理は会計処理に合

わせた対応が可能………………………………

厚生労働省が医療法改正省令案でパブコメ

新医療法人制度は社会医療法人と「基金制

度」型に…………………………………………

改正政省令 新減価償却制度の細目が明らか

に…………………………………………………

国税庁 耐用年数の短縮承認事例を公表………

償却資産 電算処理の帳簿価額計算は新定率

法…………………………………………………

別表省令 減価償却の明細書は同一様式で新

旧の償却方法に対応……………………………

省令改正で共同事業要件に係る事業関連性の

判定基準を明確化………………………………

５年均等償却 端数処理の関係で６年目に償

却費計上の場合も………………………………
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本誌オリジナル・新減価償却制度に関するＱ

＆Ａ………………………………………………

国税庁 法人・個人の新減価償却制度に関す

るＱ＆Ａを公表…………………………………

国税庁 組織再編に係る「事業関連性」の判

定基準でＱ＆Ａを公表…………………………

平成19年度版 役員給与制度Ｑ＆Ａ ①《法

人税基本通達改正と平成19年度税制改正》…

本誌オリジナル・新減価償却制度に関するＱ

＆Ａ②……………………………………………

250％定率法の切替え時期一覧 …………………

19年度改正政令 資本金等の増加額は出資財

産の時価と明確化………………………………

住宅減税措置としてバリアフリー改修促進税

制を創設…………………………………………

信託財産を利用した匿名組合出資について源

泉徴収を免除……………………………………

個人事業者所有の既存資産の５年均等償却は

強制償却 所得税での扱い方向性固まる……

所得税でも法人税と同様に一連の減価償却関

連規定を改正……………………………………

速算表による特定事業年度の算定は取得価額

がベースに………………………………………

仮装・隠蔽財産 配偶者以外が取得した場合

の軽減を制限……………………………………

相続税額の取得費加算特例に修正申告の延滞

税免除規定………………………………………

精算課税の自社株贈与特例で対象株式の範

囲，確認手続等を規定…………………………

全法連 20年度税制改正に向け諸外国の事業

承継税制を調査…………………………………

自民党事業承継問題検討委 非上場株式の80

％減額を提言……………………………………

19年改正 リース開始時にリース料総額が課

税仕入等に………………………………………

東京局文書回答 学資金調達の金銭消費貸借

契約書の印紙税の取扱い………………………

償却資産税算定上の減価率は４月以降も現行

どおり……………………………………………

平成19年度地方税法改正案が国会へ提出………

改正地方税法・政省令も３月30日公布，４月

１日施行に………………………………………

地方税法施行令の一部を改正する政令要綱……

リース資産の固定資産税 申告は会計基準変

更後もリース会社が対応………………………

地方法人二税 法人税法改正に対応して取扱

いを整備…………………………………………

タックスヘイブン税制の判定に，議決権と配

当金額の割合も…………………………………

移転価格税制について納税猶予制度を創設……

組織再編でタックスヘイブンのペーパーカン

パニーによる租税回避を規制…………………

政府税調 香西新会長を選出……………………

平成19年度税制改正法案 国会へ提出…………

経済産業省 「経済成長戦略大綱」関連法案

を取りまとめる…………………………………

所得税法等改正案・地方税法等改正案が衆院

で可決……………………………………………

【詳報】特殊支配同族会社に関する質疑応答 …

【詳報】役員給与の損金不算入に関する質疑

応答………………………………………………

基準所得金額ケーススタディ⑫《基準期間で

調整欠損が発生した場合》……………………

役員の定期給与を期中に減額した場合の取り

扱い………………………………………………

特殊支配同族会社申告書記載実例ケーススタ

ディ①＜親族等ではない役員の氏名は別表

十四 に記載しない＞…………………………

特殊支配同族会社申告書記載実例ケーススタ

ディ②＜計算に利用されるものは所得と業

務主宰役員給与のみ＞…………………………

特殊支配同族会社申告書記載実例ケーススタ

ディ③＜完全親子会社が所有する株式は

『業務主宰役員関連者』に記載＞ ……………

自称専務や通称常務は要件を外れれば“常務

従事役員”に含まれず…………………………
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特殊支配同族会社Ｑ＆Ａ④《調査で特殊支配

の判定が覆っても基準所得が一定額以下な

ら損金算入のまま》……………………………

中小企業投資促進税制 ソフトウエアの取扱

いで確認…………………………………………

特殊支配同族会社申告書記載実例ケーススタ

ディ④＜過年度の欠損がある場合の基準所

得金額は難解で注意が必要＞…………………

特殊支配同族会社申告書記載実例ケーススタ

ディ⑤＜基準期間がない場合は別表四の金

額を利用して基準所得金額を計算＞…………

特殊支配同族会社申告書記載実例ケーススタ

ディ⑥＜基準所得金額の結果に関わらず他

社の給与は合算対象給与の対象に＞…………

新設合併等に係る事業年度で取扱い見直しの

見込み……………………………………………

利益処分的な賞与を支払った場合の役員給与

の取扱いで確認 引当金処理した賞与の按

分支給は要注意…………………………………

本誌読者限定 「特殊支配同族会社申告書記

載チェックツール」……………………………

国税庁 18年度税制改正に対応した法人税関

係通達を公表……………………………………

改正法人税通達 役員給与のほか会社法対応

等で見直しは広範囲に…………………………

改正措置法通達 交際費の「飲食その他これ

に類する行為の範囲」を新設…………………

本誌オリジナル 『特殊支配同族会社申告書

作成ツール』使用方法…………………………

役員給与の「臨時改定」を規定し「業績悪化

改定」を明確化…………………………………

特殊支配同族会社申告書記載実例ケーススタ

ディ⑦＜合算対象給与額の申請様式の記載

方法と支給金額の写しの見本を紹介＞………

国税庁 新設合併等の登記が遅れた場合の損

益の取扱いでＱ＆Ａを公表……………………

特殊支配同族会社申告書記載実例ケーススタ

ディ⑧＜特殊支配でない事業年度があると

それ以前の年度は自動的に該当せず＞………

役員退職給与 支払った事業年度での損金算

入には損金経理が必要…………………………

逓増定期保険の取扱い見直しへ…………………

特殊支配同族会社Ｑ＆Ａ⑤《持分会社の業務

主宰役員の判定や議決権の判定の注意事項

を紹介》…………………………………………

利益処分的な賞与は，支給形態に関係なく全

て損金不算入……………………………………

法令69条「特別の事情」により，親子間の出

向役員給与の改定も……………………………

特殊支配同族会社の合算給与の特例明細書が

国税庁ホームページに掲載 編集部作成特

例明細書作成ツールも公開……………………

5,000円以下飲食費の損金算入Ｑ＆Ａ［７］

書類保存の記載事項……………………………

特殊支配同族会社申告書記載実例ケーススタ

ディ⑨＜議決権の同意がある場合には議決

権数の記載が必要に＞…………………………

制度改正で中小企業組合の決算関係書類の作

成日程が前倒しに………………………………

特殊支配同族会社申告書記載実例ケーススタ

ディ⑩＜当期で業務主宰役員の変更は不算

入額算出のため別表十四 が２枚に＞………

役員退職慰労金制度の廃止と役員退職給与の

未払計上で注意…………………………………

特殊支配同族会社Ｑ＆Ａ⑥《使用人兼務では

ない取締役も通常は常務従事役員に》………

国税庁 事前確定届出給与の変更届出書を公

表…………………………………………………

法基通改正で「分掌変更による退職の有無は

実態で判断」と明文化…………………………

利益連動給与は期末に債務が確定しているこ

とがポイント……………………………………

長期損害保険料の額に変更がなければ経過措

置は適用可能……………………………………

会社法に対応して所得税基本通達を改正………

国交省への文書回答 災害関連支出で雑損控

除の対象に………………………………………

国税庁 介護関係費用に係る医療費控除につ

いて，情報を４点公表…………………………

申告期限後に株譲渡繰越が適用できるケース

を再確認…………………………………………

所得税基本通達を改正 役員給与の源泉徴収

について明確化…………………………………
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退職所得に認められる執行役員の一時金につ

いてパブリックコメント………………………

資本剰余金からの配当の税務上の取扱いに注

意…………………………………………………

平成19年４月１日から雇用保険料率が引き下

げ 所得税の源泉徴収税額にも影響…………

所得税で控除できない住宅ローン 源泉徴収

票で住民税の控除対象か判断可能に…………

国税庁 資産課税課情報で相続税関係の質疑

応答と計算明細記載例…………………………

国税庁 資産課税課情報で特定口座株式の譲

渡所得・取得価額調整の計算例………………

国税庁 最高裁判示により小規模宅地等の特

例の取扱いを変更………………………………

国税庁 取引相場のない株式等の評価明細書

の様式・記載方法を整備………………………

国税庁 事業承継で活用見込まれる種類株式

３類型の評価方法を明確化……………………

国税庁 資産評価企画官情報で種類株式評価

の計算例…………………………………………

国税庁 最高裁判決を受けた小規模宅地特例

関係の通達改正案で意見募集…………………

税源移譲により住民税の退職所得の計算方法

が変更に…………………………………………

税源移譲で住民税の医療費控除分減税が増大…

住宅ローン減税 平成19年・20年居住分は控

除期間・控除率の異なる制度を創設…………

利子割還付 道府県民税法人税割に加え均等

割でも相殺可能に………………………………

個人住民税の住宅ローン控除は各市町村

等で計算可能に…………………………………

日仏租税条約を部分改正 使用料は源泉地国

で免税に…………………………………………

日中間の移転価格課税事案 相互協議により

合意へ……………………………………………

移転価格関連通達の改正でパブリックコメン

トを募集…………………………………………

東京国税局 移転価格税制に係る“事前相

談”の担当窓口を設置…………………………

給与計算で４月からの健康保険料に注意 標

準報酬月額の上限・下限が拡大………………

国税庁 平成17年分法人企業の実態を公表……

国税庁 平成18年分の所得税，消費税，贈与

税の確定申告状況………………………………

東京局・関信局 平成18年分の所得税等の確

定申告状況について公表………………………

国税庁 平成18年度査察事績 脱税額30億円

増えて300億円 …………………………………

国税庁 平成18年度不服申立て訴訟の概要を

公表………………………………………………

法務省 会社法関係省令を一部改正……………

公認会計士協会 諸税にかかる会計処理で公

開草案……………………………………………

会計士協会 減価償却制度の見直しに伴う監

査上の取扱いで公開草案………………………

リース会計基準及び適用指針を公表 …

「中小企業の会計に関する指針」の改正に関

する公開草案を公表……………………………

民間４団体 中小企業の会計に関する指針

（平成19年版）を公表 …………………………

会計士協会 減価償却の監査上の取扱いを公

表…………………………………………………

太陽 監査法人 内部統制の取組み状況

に関するアンケート結果公表…………………

東京高裁 差戻し控訴審で再更正処分を適法

とする判決………………………………………

最高裁 更地に小規模宅地等の特例の適用を

認め，高裁へ差戻し……………………………

国税不服審判所 裁決事例№71では34件を紹

介…………………………………………………

東京地裁 発電設備の有姿除却による除却損

の損金算入を認める……………………………

最高裁 自己所有地を通路としている場合

は，通路開設補正率を乗じずに土地を評価…
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東京高裁 オランダ子会社を利用した租税回

避事件の差戻審で判決…………………………

審査事例 実質的雇用関係があるため源泉徴

収義務は生じるとした事例……………………

東京地裁 消費税申告書に他の計算方式によ

る課税標準額が記載されていても積上計算

可能………………………………………………

最高裁 滞納にかかる譲渡担保財産の差押え

を取り消す………………………………………

最高裁 退職給与に関する通達の適用を判断…

東京地裁 住所を争点とする訴訟で注目判決…

福岡地裁 株主総会等承認ない決算の申告書

を有効として納税者主張を棄却………………

出向にかかる役員給与の取扱いを確認 事前

確定の届出は出向先法人が行うことに………

人事異動（財務省・18年12月26日発令）………

国税庁 平成19年度の定員・機構・経費関係

の予算案を公表…………………………………

日税連 平成19年新年賀詞交歓会を開催………

の申告では添付書類の郵送代が無料

に…………………………………………………

全法連 平成19年新年賀詞交歓会を開催………

東京局 平成18年分の確定申告に関する施策

等を公表…………………………………………

国税庁 全国国税局長会議開催…………………

沢口靖子さんが を …………………

目黒署で大沢親分を招いて を ……

平成18年分所得税確定申告スタート……………

オートレース選手会長が で確定申告 …

東京国税局 配置転換職員30名に辞令を交付…

日本公認会計士協会 次期会長に増田宏一氏

を選出……………………………………………

関東信越きき酒会を開催…………………………

軽井沢・那須など，全国のリゾート地域の物

件を一斉公売……………………………………

中小企業庁 平成18年度中小企業白書を公表…

国税庁 第１回目のインターネット公売を実

施…………………………………………………

国税庁 最高裁判決を受けた通達改正で意見

募集………………………………………………

向け会計税務ポータルサイトを開設 ……

東京局 インターネット公売を６月５日から

２日間実施………………………………………

関信局等５局 リゾート地域物件の一斉公売

で開札……………………………………………

全法連 平成19年度事業計画を公表……………

全国調査査察部長会議 輸出免税制度を悪用

した消費税不正還付に厳正対処………………

全国法人会総連合 平成19年度総会開催………

総務省「ふるさと納税研究会」初会合を開催…

全国課税部長会議 税目超えた調査事務は19

事務年度から33署で実施………………………

京橋税務連絡協議会 銀座数寄屋橋に納税モ

ニュメントを建設………………………………

東京税理士会会長に山川巽氏を選出……………

- 納税証明書を紙で発行…………………

※末尾の日付は国税庁 掲載日

（平成18年12月27日）（平成19年

１月４日）

（平成18年12月19日）

（平成19年１月16日）

（平成18年12月26日）

（平成19年１月16日）

（平成18年12月26日）（平成19年１月16日）



平成19年６月25日 （第三種郵便物認可）

（平成18年

12月25日）（平成19年１月25日）

（平成18

年12月26日）（平成19年１月29日）

（平成18年12月19日）（平成19年２月22日）

（平成19年２月１日）（平成19年３月５日）

（平成19年３月19日）（平成19年４月２日）

（平成19年４月６日）

（平成19年４月25日）

（平成19年４月12日）（平成19年４

月27日）

（平成19年３月29日）（平成19年４月27日）

（平成19年５月11日）

（平成19年４月２日）

（平成19年４月２日）

（平成19年４月）（平成19年４月５日）

（平成19年３月30日）（平成19

年４月17日）

（平成19年４月20日）

（平成19年４月27日）

（平成19年４月27日）

（平成19

年５月８日）（平成19年５月９日）

（平成19年５月18日）

（平成19年４月）（平成19年５月８日）

（平成19年４月）（平

成19年５月８日）

（平成18年12月22

日）（平成19年１月29日）

（平成18年12月22日）（平成19年１月29日）

（平成19年１月31日）（平成19年２月

23日）

（平成19年４

月27日）



本誌上半期の記事中に以下の誤りがありました。お詫びして訂正させていただきます。

訂正箇所 誤 正

№2948（平成18年下半期分）
11頁

「平成19年２月19日と26日」 「平成19年２月18日と25日」

№2949（平成18年下半期分）
75頁左段上から５，６行目

「定率法の償却率の2.5倍」 「定額法の償却率の2.5倍」

№2949
11頁２行目

「…平成19・20年分の確定申告で
初めて を利用した場合
に…」の「初めて」の部分

18年分申告で を利用する
場合も，19年分または20年分申告
で を利用すれば5,000円の
控除できる

№2951
９頁

【図３】分掌変更による増額改定 №2952参照

№2952
７頁右段小見出しと右段上から
20行目

「配当の基準日」 「その剰余金の配当等についてそ
の効力を生ずる日」

№2953
44頁右段上から５行目

「貸借人 について」 「賃貸人 について」

№2953
11頁の表中

償却資産の評価額等の計算について，「現行の評価額・帳簿価額の算
定方法は変わらない」としているが，帳簿価額については法人税法上
の金額になるため，19年４月１日以後の取得資産からは250％定率法
で計算されることになります

№2925（平成18年下半期分）
31，38，52，56頁

「全国都市法人住民税・事業税率
の一覧」

№2954参照

№2968
33頁

左段５～６行目：「（従業員負担
率）」
右段12行目：「１万4,540円」
右段19行目：「１万4,740円」

「（企業負担率）」

「8,080円」
「8,250円」

№2970
76頁

下の段の図の③，「旧定率法に変
更」

「旧定額法に変更」

（第三種郵便物認可） 平成19年６月25日

（平成19年４月５日）（平成19年５

月25日）

（平成19年４月）（平

成19年３月30日）

（平成19年３月30日）


